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SEAR: 95% Measles 
Mortality Reduction 
by 2015 

Americas, Europe, E. Mediterranean, W. Pacific, Africa have measles elimination goals 
Americas and Europe have rubella elimination goals 

Peter Strebel: 20th TAG meeting 9-12 August 2011, Manilla　より改編	


2015年までに年間の 
風疹症例数 10例　未満 / 人口百万人 
CRS症例数 10例　未満 / 百万出生数 



適切なサーベイランス　(WHO ) 

•  国レベルならびに80%以上の都道府県において、2例以上/10万人口/年の
麻疹除外例の報告があること。	


•  80%以上の麻疹疑い症例において急性期の麻疹ウイルス感染を検出するた
めに適切な臨床検体が集められ、精度管理された実験室で検査が行われ
ること。	


•  検査確定例を含む集団発生のうちの80%以上で麻疹ウイルスの検出に適切
な臨床検体が回収され、またその検体が精度管理された実験室で検査され
ること。	


•  全ての麻疹疑い症例のうち少なくとも80%以上で、症例の届出後、48時間以
内に適切な調査が開始されること。	


WHOによる麻しん排除の定義	
  

適切なサーベイランスのもとで、常在性の麻しん	
  
ウイルスによる麻しん症例が12ヶ月以上ないこと	
  



保健所・医療機関・医師 ：検体の採取、報告!

国立感染症研究所：National Laboratory ! 厚労省 

地衛研-感染研による!
麻疹検査診断ネットワーク	


WHO!

地方衛生研究所(77ヵ所): RT-PCR, Sequence,ウイルス分離"

麻疹・風疹レファレンスセンター  (10ヵ所)!
IgM ELISA, RT-PCR, Sequence,ウイルス分離"

検体!
(血液、咽頭拭い液、尿)!

検体　　　!
（血清、血漿）　　　　	


標準検査方法の整備、
技術指導!
参照品の準備、配布, !
検査の精度管理、!
検査試薬の配布!

検体!
（5 -10 %） 結果	


結果	


結果	




H23年度麻しん・風しんレファレンス活動報告 

感染研　→　レファレンスセンター 
•  PCR用試薬の配布(参照RNA) 
•  麻疹 IgM ELISA kitの配布 
•  IgM ELISA測定の精度管理試験 (Proficiency Test) の実施 
•  IgM kit の非特異反応の研究 

レファレンスセンター　→　地方衛生研究所 
•  PCR用試薬の配布(参照RNA) 
•  技術研修 
•  情報収集 
•  検査診断バックアップ 

感染研　→　地方衛生研究所  
•  Vero/SLAM 細胞の配布　(10ヵ所）　 



検査診断方法の推移 
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日本で検出された麻疹ウイルスの遺伝子型の推移 
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(N=47) (N=8) (N=125) (N=384) (N=201) (N=27) (N=49) 

フィリピン   7 
カンボジア 1 
シンガポール・ 
スリランカ 1 
グルジア　1 
インドネシア・ 
タイ　　　　 1 
マレーシア　1 
マレーシア・ 
フランス・ 
ポルトガル　1 

オーストラリア1 
　　タイ　　1 
バングラデシュ 
・ベトナム　1　　　　　　	

英国　 1 
フランス    4 
ドイツ・スイス・ 
フランス　1 
ニュージー 
ランド　　  1　　　　　　	


インドネシア2	


台湾 1 (?)	


ベトナム　1 
パキスタン1　　　　　　	


タイ 1 
カンボジア1　　　　　　	


フィリピン 1	




新参照RNA (陽性コントロール）　 
Nested PCR 

684bp	
523bp	


N PCR	


1    2    3    4   5	


1. 新参照RNA 
2. 旧参照RNA 
3.  陰性対照 
4. サイズマーカー 
5  100bp ラダー	
349bp	
 533bp	


H PCR	


1    2    3    4   5	




課　題	


•  検体 
　　　地方衛生研究所で実施されるPCR検査の周知 

•  診断法 
　　　病原体検出マニュアルの改訂 
　　　Real ‒time PCR法の導入 

•  情報の集約 
　　　地衛研から感染研への検査数、陽性数等の情報、ならびに 
　　　ウイルス遺伝子情報の収集 



週別風しん報告数の推移	
  
2008～2012年（第1～第22週） 　	


2008年   	
  
n=292	
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n=	
  147	


感染症発生動向調査　2012　年　6　月　6　日現在	
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n=87	
  

診断週	


報告数	


2011年	
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2012年（第22週まで）	
  

n=266	
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今後の課題	


•  風しんウイルスの遺伝子検出系の整理	
  
　　（病原体検出マニュアルの改訂）	



